
花いっぱい運動すすめて明るい郷土

ソフトボール・インディアカ大会

東郷町子供会育成連絡協議会

　8月10日、町中央公民館とグラウンドを会場に、東

郷町子供会育成連絡協議会によるソフトボール・イン
ディアカ大会が開催されました，

　これは、東郷町内の子どもが、スポーツ活動を通じ
て心身共に強くたくましく成長し、友情と信頼の輪を

広め、健全な子ども会として発展充実していくことを
目的としてこの大会を開催したものです。

　9時30分から試合が開始され、ソフトボールに12チ

ーム、インディアカに11チームが参加して熱戦がくり

ひろげられました、

成績は次のとおりです。

7ソフトボールの部　　　7インディアカの部

優　勝寺迫子供会Aチーム　優　勝福瀬子供会Aチーム

準優勝福野子供会Aチーム　要理勝越表子供会チーム

昭和57年　9月号第375号 海の上の月のほとりのうす雲に

発行／東郷町役場・編集／企画財政課
ほのかに見ゆる夏のあはれさ

　　　　　　　　牧　水
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暑い夏に熱心に研修

幼稚園・小学校教諭、夏季研修会

　幼児教育の充実を図るため、本年度か

ら幼稚園と小学校の合同研修会を開催す

ることになりました．

　第二回の研修会は8月19日に諸塚小学

校の長友利泰教頭を講師に、造形教育に

ついて講義と実技の研修をしましたか、

子どもの創造性や情操を高める指導の充

実か図られるものと思います。

　また、8月23日には東臼杵郡南部地区

町村の公立幼稚園教諭研修会か、県教育

庁学校教育課中村房指導主事を講師に招

いて教育課程の編成について研修か行わ

れました。いすれも夏休中の大へん暑い

日てしたか熱心に研修にとり組んでおら

れる先生方の頼母しい姿か見られ本町教

育の一そうの充実か期待されます

　．臼

ﾂ
協
だ
，
轟
導
管

　
去
る
八
月
く
日
、
本
町
総
合
ク
ラ
ウ

ノ
、
・
東
中
ヶ
ラ
ウ
ノ
k
・
東
小
ケ
ラ

ブ
ノ
ト
を
会
場
に
、
東
臼
杵
郡
青
匂
団

ノ
ワ
ト
ホ
ー
ル
大
会
か
開
催
さ
れ
ま
し

た
．
．　

本
町
男
子
チ
ー
ム
は
「
回
田
て
門
川

町
と
対
戦
し
ま
し
た
か
、
残
念
な
か
ら

惜
敗
い
た
し
ま
し
た
。

　
女
子
チ
ー
ム
は
、
一
回
戦
て
北
郷
村

と
対
戦
し
、
1
4
対
0
と
大
勝
。
続
く
諸

塚
戦
も
と
期
待
山
・
・
れ
ま
し
た
か
、
疲
れ

が
て
た
の
か
、
6
対
3
て
階
割
い
た
し

ま
し
た
。

　
本
町
ノ
つ
ト
ホ
ー
ル
チ
ー
ム
は
男
子

（（

X
月
の
行
事
）
）

9
月
1
1
日
～
1
2
日
　
町
青
年
研
修
会

　
　
　
　
　
　
（
町
中
央
公
民
館
）

9
月
1
8
日
～
1
9
日
　
県
青
年
大
会

　
　
　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

と
も
過
去
に
輝
や
か
し
い
戦
績
を
残
し

て
お
り
、
来
年
以
降
の
選
手
の
盾
躍
を

揖
待
い
た
し
ま
す

＼
成
　
績
V

［
男
　
子

　
優
　
勝
　
北
庸
町
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
北
方
町
チ
ー
ム

・
女
　
　
．
L
」

　
優
　
勝
　
西
郷
村
チ
　
ム

　
準
優
勝
　
諸
塚
村
チ
ー
ム

▲町内幼稚園・小学校合同研修会

▲郡南地区幼稚園研修会

　
遊
漁
者
の
皆
さ
ん
へ

　
九
月
目
は
い
）
、
遊
角
に
も
絶
好
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

季
節
と
な
’
．
て
い
ま
す
か
、
県
北
の
磯

づ
り
中
の
死
亡
事
故
は
、
昭
和
5
2
年
6

月
か
ら
5
7
年
6
月
ま
で
に
1
6
∩
の
事
故

か
発
生
し
、
1
8
名
の
方
か
な
く
な
ら
れ

て
お
）
ま
す
．
近
浄
者
に
よ
る
水
翻
事

故
防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と
を
固
く
守

り
ま
し
よ
う

磯
づ
り
事
故
防
止
の
心
得

［
気
象
、
海
象
に
注
意

　
テ
レ
ヒ
、
ラ
ノ
オ
等
の
天
気
予
報

に
注
昌
」
し
ま
し
よ
う
　
警
報
や
注
．
ド
」

報
等
が
出
て
い
る
と
き
は
、
外
面
に

面
ノ
た
磯
ゐ
薄
渡
㍉
し
1
、
の
つ
　
よ

や
め
ま
し
よ
う
。
又
、
つ
り
中
は
、

常
に
風
向
、
風
速
、
瀬
潔
等
、
気
象

海
象
の
変
化
に
注
壱
し
ま
し
よ
う
。

孜
命
胴
衣
は
必
ず
着
装

　
持
っ
て
い
る
セ
ナ
て
は
、
い
一
、
、
と

い
う
と
玉
・
、
役
に
）
一
ち
ま
せ
λ
　
つ
》

場
て
は
、
必
ず
着
装
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
し

又
、
置
渡
し
船
を
利
用
す
る
と
き
は

乗
船
の
と
き
か
ら
下
船
卜
陸
す
る
ま

て
必
ず
着
装
し
ま
し
よ
う
．
．

理
絡
体
制
の
確
立

　
出
発
前
に
家
族
、
友
人
等
に
つ
り

場
所
、
同
行
者
、
瀬
渡
し
業
者
、
埋

絡
先
（
宿
泊
所
）
、
帰
宅
予
定
を
必

ず
伝
え
て
お
き
ま
し
よ
う

　
瀬
渡
し
船
に
乗
る
と
き
は
、
乗
各

名
簿
等
に
必
ず
佳
所
、
氏
名
、
年
令

霜
話
番
号
等
を
記
入
し
ま
し
よ
う

町報とうこう　　（2）

謳1線審1ぢ急な生活を

懸、ξ疑シ歳以｛上のおをしょ句・に祝金
　　　　　　　　　　　　労’・弓，ら・一r　’．

90歳以上の長寿者名簿

@　　　　　（昭和57年9月t5日現在）

氏　　名 生年月　日 性別 年令行政区名

1 塩　月　リ　ウ 明～台16年8月3日 女 99歳 鶴ノ内

2
　

太　田　喜平次 〃　18年7月18日 男 97〃 坪　谷

31黒　木　繁　松 〃　19年2月26日 男 96〃 仲　深

4糸平　ケ　サ 〃　20年2月14日 女 95〃 福　瀬

51笙瀬猪之助 〃20年11月30日 男 94〃 小野田
6
1
塩
　
月
　
テ
　
イ
1 〃　21年5月15日1女 94〃 福　瀬

17橋　ロ　ハ　ッ
〃　22年　2月16日　女 93〃 小野田

81山　元　ト　ラ 〃　22年3月18日　女 93〃 越　表

g府内貞野 〃　22年4月　1日　女193〃 鶴ノ内

1ぴ矢　野　マ　チ ”22年8月3則刻93〃 坪　谷

111那須ケサ1〃23年・月23・i女192〃
坪　谷

121

ﾟ須・・［〃23年・月24・1女lg2〃「小野・

131畝原・・1〃24年3月27・「女91〃小野田

I　　　　　　　　　　　　　　　l

P41畝原　ヘ　ノ1〃　24年6月　6日 女 91〃 小野田

15稲 　　　1c　富　吉F〃 24年6月18日1男　　　　1 91〃 田　野

1海月一郎 ”官許7月15日［馴91〃順位

171山本キ・「〃24年9月24・1女9・〃寺迫
131

��闍ｽ1〃24年11月25日1男1・・〃仲深

　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　し

寺　迫

　　　　　1Q0矢　野　キ　ク　〃　25年2月　5日1女　90〃 坪　谷

211吉　田　シ　ゲ1〃　25年2月17日　女　90〃1羽　坂

　　　　　1Q21橋・ワサ1”お年3月10日1女290〃1小野田

23酒　井　兼　吉　〃　25年3月23日［男　90〃　仲　深

24寺　原　ナ　ツ1”　25年4月21日　女lgO〃1小野田

251糸　平　留　蔵1”　25年　5月　5日1男　90〃　福　瀬

261塩月夏1〃25年8月5日1女 90〃1鶴ノ内

27三　痛　マ　ソ　〃　25年9月　9日1女、90〃　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1 仲　深

　
現
在
、
わ
か
国
の
お
年
寄
）
（
6
5
歳

以
上
）
は
一
考
万
人
を
越
え
、
給
人
口

の
約
9
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
割

合
は
今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
も
の
と
み

ら
れ
、
3
3
年
後
の
昭
和
9
0
年
に
は
2
0
％

を
超
え
る
と
予
想
き
れ
て
い
ま
す
。

　
五
人
に
一
人
か
お
年
寄
り
一
⊥
局
齢

者
問
題
は
今
や
国
民
全
体
の
課
題
て
あ

る
と
言
え
ま
す
。

　
東
郷
町
に
お
い
て
も
、
6
5
才
以
ヒ
の

お
年
寄
う
は
一
、
（
一
九
二
人
（
八
月
一

日
現
在
）
と
な
一
、
町
人
口
の
約
1
6
・

8
％
を
占
め
、
六
人
に
一
人
か
わ
年
寄

書
意

　　　　　　　の
％み割口歳9

後
を

の
高
令
化
の
進
・
、
一

年
に
わ
た
り
社
会

与
し
た
わ
年
寄
一

女
ら
か
な
生
盾
を

を
福
紐
対
策
の
柱

極
的
に
す
す
め
、

あ
，
ナ
♂
㌔
上
汁
ノ
＼
一
回
片
黒

月
1
5
日

り
と
言
え
ま
す
　
全
　

お
年
寄
つ
の
多
い
堅

き
ら
に
比
率
か
高
く
」

き
れ
ま
す

　
豊
か
な
老
…

　
こ
の
よ
う
に
人
口

本
町
と
し
て
も
・
多
」

の
進
展
こ
大
き
く
寄
．

ψ
を
最
愛
聴
し
、
　
健
康
’
」
一

保
障
す
る
　
し
こ
と
・

と
し
て
、
ム
，
後
も
積
｝

単
に
長
生
き
を
す
る
」

国
平
均
’
、
”
ら
み
て

て
す
か
、
人
，
後
も

な
る
こ
と
か
予
相
」

日

1
、
楽
し
く
暮
・
エ
｝
る
町
つ
く
㌧
を
推
進

し
ま
す

　
8
0
歳
以
上
に
祝
金

　
ム
，
年
も
勘
老
の
日
に
は
、
各
地
区
と

も
公
民
館
主
催
の
敬
老
会
か
行
わ
れ
ま

す
か
、
町
て
は
こ
の
日
に
、
八
十
歳
以

上
の
お
年
寄
り
に
引
金
を
贈
う
、
お
祝

い
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
町
長
が
表
敬
訪
問

　
九
月
十
五
日
現
在
て
、
九
↑
賊
以
ト

の
わ
年
寄
り
は
別
表
の
通
り
て
す
か
、

五
十
七
年
度
中
に
、
九
十
歳
に
到
達
す

る
方
々
も
含
め
る
と
三
十
名
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す

　
こ
の
か
た
た
ち
に
は
長
町
か
直
接
訪

積
極
的
に
社
会
参
加
を

　
町
に
は
、
地
区
こ
と
に
老
人
ラ
ラ
フ

か
組
織
き
れ
、
わ
互
い
こ
協
力
し
ム
ヲ
．

て
、
健
康
づ
く
り
に
、
研
修
に
、
地
域

の
奉
仕
作
業
に
、
旅
行
を
通
し
て
の
親

睦
、
そ
の
感
土
か
は
は
｝
、
し
ろ
い
盾
動
を
し

て
い
ま
す

　
家
庭
1
、
の
悩
み
や
不
潔
も
、
こ
の
よ

う
な
仲
間
と
の
話
し
台
い
こ
よ
’
．
て
ら

も
軽
く
明
る
く
な
り
ま
す

　
ま
た
加
入
し
て
い
な
い
高
三
者
の
つ

た
は
、
円
目
蔭
こ
の
機
人
置
に
老
人
ヶ
ラ
フ

に
加
入
し
ま
し
よ
う

問
｝
し
’
㌔
「
只
索
、
’
を
郭
和
軌
h
、
，
し
↓
よ
’
｝
・

又
、
県
知
事
か
ら
も
記
今
」
品
か
贈
つ

れ
ま
す
．
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…
お
し
ら
せ
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
《
　
…

…
　
　
　
　
　
…

　
牧
　
　
水
　
　
祭

　
牧
水
砥
不
は
牧
水
顕
彰
会
が
中
心
に
な

r．

ﾄ
毎
年
命
日
に
実
施
き
れ
ま
す
、
．

　
今
年
も
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の

叫
、
町
［
氏
多
勤
暦
の
参
．
加
’
、
2
罵
滋
粂
肉
闘
い
ハ
」
－
し

ま
す
．
一

・
鮮
日
　
9
目
1
7
日

．
受
付
9
時
3
0
分
か
ら

・
歌
碑
祭
式
典
1
0
時
～
1
0
時
3
0
分

・
短
歌
会
　
　
　
1
0
時
4
0
分
～
1
1
時

．
記
念
講
演
　
　
1
1
時
～
1
1
時
5
0
分

　
　
講
師
　
塩
月
儀
市
先
生
．

　
新
聞
購
読
勧
誘
に

　
　
　
　
　
　
ご
注
意
を
！

　
景
品
・
無
料
紙
（
無
代
紙
）

　
　
　
　
　
配
達
は
違
法
て
す

　
公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
全
国
の
新

聞
社
や
新
聞
販
売
店
が
、
公
正
か
つ
自

由
な
競
争
を
行
う
こ
と
を
促
進
ふ
、
・
せ
る

た
め
、
新
聞
の
購
読
勧
誘
に
際
し
て
行

う
次
の
行
為
を
、
過
大
な
景
品
や
不
当

な
表
示
を
禁
止
し
た
「
不
当
景
品
類
及

岬、

p
不
肖
表
．
石
方
土
法
一
（
い
わ
Φ
る
景

品
表
示
法
）
と
い
う
法
律
に
よ
’
．
て
禁

止
し
て
い
ま
す
．
．

一「

E
物
品
等
の
経
済
上
の
瓢
益
（
景
品

　
）
を
提
供
す
る
こ
と

　
（
例
え
ば
、
　
「
，
｛
二
を
差
し
ヒ
げ
ま

　
す
か
・
2
二
占
、
月
購
読
し
て
く
だ
き
い

　
」
）一

、
　
無
料
紙
（
無
代
紙
）
を
配
回
す
る

　
▼
一
♪
一

　
（
例
え
ば
、
　
一
、
＝
ノ
［
弓
分
．
の
新
聞
代

　
ψ
甲
　
笹
川
料
げ
」
一
し
‡
蝋
詣
争
レ
ひ
・
つ
一
∴
占
、
［
ロ
コ
取
デ
ノ

　
て
く
ゼ
き
い
。
．
一
）

　
新
聞
が
遣
法
な
方
法
で
販
売
き
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
新
聞
賠
読
者
の
皆

様
．
∂
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
、

　
な
お
、
新
聞
業
界
に
お
い
て
は
、
現

在
、
新
聞
が
違
法
な
方
法
で
販
売
き
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
い
わ
ゆ
る
新
聞

販
売
正
常
化
を
は
ユ
、
仏
．
で
お
り
ま
す
、
．

精神薄弱蕪

雑愛護月間

9月1日から9月30日

　
　
　
衛
生
だ
よ
り

◎
　
母
子
健
康
相
談
．

　
9
弓
2
3
日
（
受
付
9
～
1
1
時
）

　
老
人
福
祉
館

◎
麻
疹
（
は
し
あ
、
”
V
予
防
榜
．
種

［、

E
対
象
者
　
生
後
B
か
月
～
3
6
か

　
月
（
5
4
年
9
月
1
日
頃
5
6
年
3

　
月
豹
日
生
れ
）

※
3
6
か
月
～
7
2
か
月
の
者
で
未
接

　
種
者
は
希
望
．
に
よ
り
接
種
で
き

　
ま
す
．
，

母
子
手
帳
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
！

　
本
年
は
国
際
障
害
者
年
長
期
行
動
計

画
初
年
度
と
し
て
、
諸
施
策
が
進
め
ら

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
、
、
精
神
薄
弱
者
愛
護

月
間
の
目
的
は
、
精
神
薄
弱
児
者
に
対

す
る
正
し
い
琿
解
と
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め

「
手
を
つ
な
y
三
眉
を
く
み
、
み
ん
な
パ

ー
ト
ナ
ー
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
広
く

精
神
薄
弱
児
者
を
愛
護
す
る
気
運
を
も

り
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
東
郷
町

精
神
薄
弱
児
者
育
成
会
の
事
業
に
ご
協

ヵ
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
．
．罪

聞
9
弓
1
日
置
9
弓
3
0
日
ま
で

　
善
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ら
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．
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